
1
●中国政府が平和統一後の台湾に対して原油や天然ガスを供
給する意向を示した。

1

●中国外務省が陸上自衛隊による長射程ミサイルの配
備を非難。
●3月に台湾を訪問した米上院外交委員会の議員が声
明を出し、中国の軍事的圧力を受けながら防衛費増額
に取り組む台湾の頼清徳政権を評価する姿勢を示し
た。

2
●中国商務省は米メタによる中国発の人工知能（AI）企業、
Manus（マナス）の買収について「中国の法律を順守し法的
な手続きを履行する必要がある」と発表。

2
●フランスが6月に予定しているG7サミットに中国を
招待しない方針を決めた。

3
●台湾の対米輸出が1890億ドル（約30兆円）と81.8％増加。
●中国共産党の中央規律検査委員会が馬興瑞・中央政治局員
を「重大な規律・法律違反」の疑いで調査していると発表。

4

●中国共産党は蘇州市で起きた日本人母子襲撃事件
で、男を止めようとして死亡した中国人女性を英雄と
して紹介し事件直後の映像を公開した。
●関西国際空港の2月の中国路線旅客数は前年同月比
59％減の24万人と、3カ月連続で減少。
●南鳥島沖の日本の排他的経済水域周辺で中国が継続
的に海洋調査を実施していることが船舶自動識別装置
のデータ分析などでわかった。

5
●王毅共産党政治局員兼外相がロシアのラブロフ外相と電話
会談し、中東情勢について協議した。

7
●ブラジル政府が比亜迪（BYD）を工場建設をめぐり
作業員に「奴隷労働」を強いた企業として認定。

6
●中国国際航空が3月30日に再開したばかりの北京と平壌を
結ぶ直行便の運航を取りやめた。

9
●自民党半導体戦略推進議員連盟の山際会長が台湾で
半導体戦略を推進する議員連盟の郭国文会長らと国会
内で会談。

7

●国家発展改革委員会がガソリンとディーゼル油の国内販売
価格を8日から引き上げると発表。
●台湾最大野党・国民党の鄭麗文主席が中国を訪問。12日ま
で。
●中国人民銀行（中央銀行）が発表した3月末の外貨準備の
内訳によると、金の保有量は約2313トンだった。

10

●ミャンマーのミンアウンフライン大統領が首都ネピ
ドーで中国など友好国の首脳特使らと相次いで会談。
●外務省が2026年版の外交青書を公表。中国の表現を
「最も重要な二国間関係の一つ」から「重要な隣国」
へ変更。

8

●中国大陸を訪れている台湾最大野党・国民党の鄭麗文主席
が国民党創設者・孫文の墓（中山陵）を参拝し、両岸（中
台）の和解と団結を促進すべきだと表明。
●習近平国家主席が人民解放軍の規律を徹底し、腐敗を撲滅
するよう指示した。

15

●ブラジル政府は比亜迪（BYD）を「奴隷労働」を強
いた企業として認定後に撤回した。
●日本政府観光局（JNTO）が発表した3月の訪日外国
人客数は前年同月比で3.5％増の361万8900人。中国客
は29万1600人と55.9％減少。

9

●王毅共産党政治局員兼外相が北朝鮮を訪問し、崔善姫外相
と会談した。
●中国文化観光省は2026年の清明節に当たった4月4－6日の
国内旅行支出総額が613億6700万元（約89億5000万ドル）と
なり、前年同期比6.6％増加したと発表。
●台湾最大野党・国民党の鄭麗文主席が訪問先の上海市で中
国大陸を拠点にビジネスをする台湾の企業家「台商」の会合
に出席。

16
●在日本中国大使館は同大使館が3月に相次ぎテロの
脅迫を受けていたと発表。

10

●習近平国家主席が北京で台湾最大野党・国民党の鄭麗文主
席と会談し、「台湾独立に反対」することで一致。国共両党
のトップが会うのはおよそ9年半ぶり。
●中国国家統計局が発表した3月の消費者物価指数（CPI）は
前年同月から1.0％上昇し、6カ月連続のプラス。また、3月
の工業品卸売物価指数（PPI）も前年同月比で0.5％上昇し
た。
●王毅共産党政治局員兼外相が平壌で金正恩総書記と面会。
●中国汽車工業協会は3月の国内新車販売台数が前年同月比
16％減の202万4000台だったと発表。
●台湾の財政部（財政省）が発表した貿易統計によると、3
月の輸出額は801億ドル（約12兆7000億円）で単月として過
去最高。
●香港が法定通貨などを裏付けにした暗号資産（仮想通
貨）、ステーブルコインの発行免許を初めて付与したと香港
金融管理局（HKMA）が発表。

17
●中国外務省は自衛隊の艦艇が台湾海峡に進入したと
公表。

11
●台湾最大野党・国民党の鄭麗文主席が北京市トップの尹
力・市共産党委員会書記と会談。

19

●中国人民解放軍の東部戦区は艦艇部隊が奄美大島北
方の海域を同日通過し、西太平洋で訓練したと発表。
●台湾政府は中国共産党が台湾に対する経済優遇策を
打ち出したのは台湾統一を加速させることが目的だと
非難。

2026年4月の主な出来事

中　　　国 日中およびその他

1/3



12
●中国共産党中央台湾工作弁公室は両岸（中台）の交流と協
力を促すための政策措置10項目を発表。

20

●自衛隊が米国とフィリピンの大規模演習に初めて参
加。
●外務省が東シナ海の日中中間線の中国側海域で、中
国が新たな構造物1基を設置する動きを確認したと発
表。

13

●「中国国際消費品博覧会（消費博）」が海南省で開幕。
●王毅共産党政治局員兼外相がパキスタンのムハンマド・
ダール副首相兼外相と電話会談。
●台湾初の中国籍を持つ立法委員（国会議員）の李貞秀氏が
失職。

22

●財務省が発表した貿易統計速報によると、輸出額か
ら輸入額を差し引いた貿易収支は2025年度に1兆7144
億円の赤字。対中国は輸出額が2.1％増の19兆2793億
円、輸入額が6.0％増の27兆5127億円でいずれも過去
最高。

14

●中国証券監督管理委員会は深圳証券取引所の新興企業向け
市場「創業板」の改革深化に関する指針を公表。
●習近平国家主席が北京でアラブ首長国連邦（UAE）アブダ
ビ首長国のハリド皇太子、スペインのサンチェス首相とそれ
ぞれ会談した。
●中国外務省は米軍がイラン港湾への船舶の出入りを封鎖す
る措置を始めたことを非難。
●中国税関総署が発表した3月の貿易統計（ドル建て）によ
ると、輸出は前年同月比 2.5％増の 3210億ドル（約 51兆
円）、輸入は27.8％増の2699億ドルだった。
●王毅共産党政治局員兼外相は中国を訪問中のロシアのラブ
ロフ外相と北京で会談。

23

●英政府は国内の50万人分の医療データが流出し、中
国のアリババ集団の電子商取引（EC）サイトに出品さ
れていたと発表。
●米ホワイトハウスは中国が「産業規模」で米国企業
の人工知能（AI）技術を盗んでいると非難する文書を
公開。

15

●習近平国家主席が中国を訪問中のベトナムのトー・ラム共
産党書記長兼国家主席と会談し、貿易やエネルギー安全保障
を巡る連携を確認した。また、ロシアのラブロフ外相とも面
会した。
●中国最大級の貿易商談会「中国輸出入商品交易会（広州交
易会）」が広州市で開幕。
●王毅共産党政治局員兼外相がイランのアラグチ外相と電話
で協議し、ホルムズ海峡の通航を正常化するよう要請。

24
●米財務省がイラン産の原油や石油製品を数十億ドル
（数千億円）購入したとして、中国の石油精製企業
「恒力石化」に制裁を科した。

16
●中国国家統計局が発表した1～3月期の国内総生産（GDP）
の速報値は、物価変動の影響を除いた実質で前年同期比
5.0％増加。

25
●台湾の「安倍晋三研究センター」が台湾の政治家や
企業経営者らを対象に「安倍政経塾」を開講。

17

●米調査会社IDCが発表した1～3月の中国のスマートフォン
出荷台数は6900万台と前年同期比3.3％減少。
●中国の国家市場監督管理総局は17日、食品安全を巡りネッ
ト通販や出前を手がける7社に違法行為があったとして罰金
を科すと発表。

27

●台湾の知的財産・商業裁判所が台湾積体電路製造
（TSMC）の機密流出を巡り、東京エレクトロンの台湾
子会社に執行猶予3年、罰金1億5000万台湾ドル（約7
億6000万円）の判決を言い渡した。
●九州運輸局は1月の九州への外国人入国者数（確定
値）を発表。中国からの入国者数は前年同月比83.3％
減の1万5939人だった。

18
●中国人民解放軍の東部戦区が東シナ海の海空域で海空部隊
によるパトロールを同日実施したと発表。

28
●国土交通省が航空各社の国際線定期便の夏期スケ
ジュールを発表し、中国路線が前年同期比で53％減
だった。

19
●ヒト型ロボットが参加するハーフマラソン大会が北京で開
かれた。

29

●核拡散防止条約（NPT）再検討会議で、中国が日本
が非核三原則の見直しなどを検討していると批判し、
今後の会議で日本への監視強化などを議論すべきだと
主張。また、「日本の核武装」と題した文書を事務局
に提出。

20

●中国人民銀行（中央銀行）が発表した4月の最優遇貸出金
利（LPR、ローンプライムレート）は期間1年が年3.0％、同5
年超が年3.5％だった。
●台湾国防部（国防省）は中国の空母「遼寧」が台湾海峡を
航行したと発表。
●中国税関総署が公表した3月の貿易統計（ドル建て）の詳
報によると、原油の輸入国別でイラクが前年同月比で5割、
サウジアラビアが3割とそれぞれ減少。
●習近平国家主席がサウジアラビアの実権を握るムハンマド
皇太子と電話で協議した。

21

●中国が3月に日本に輸出したレアアース（希土類）磁石は
前年同月比27.2％減の184トンだった。
●中国CNC工作機械展覧会（CCMT）が上海で開幕。
●台湾総統府は頼清徳総統が22日から予定していたエスワ
ティニ（旧スワジランド）訪問を取りやめたと発表。

22

●王毅共産党政治局員兼外相がカンボジア、タイ、ミャン
マーを訪問。26日まで。
●中国はカンボジアは両国間で初となる外務・国防担当閣僚
会議（2プラス2）を開いた。

●中国が甘粛省玉門にある射爆場で米軍の三沢基地や
嘉手納基地にある「バンカー」と呼ばれる戦闘機を守
るための掩体壕に類似した目標物を造り、無人機によ
る攻撃訓練を行った可能性があることがシンクタンク
国家基本問題研究所が衛星写真を分析した結果明らか
になった。

30
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24

●「北京国際モーターショー」が北京で開幕。
●中国の野生動物保護協会が米国にジャイアントパンダ2頭
を貸与すると発表。
●董軍国防相はロシアでベロウソフ国防相と会談。
●中国軍南部戦区が海軍の艦隊がフィリピン・ルソン島の東
方海域で実弾射撃などの訓練を実施したと発表。

25
●王毅共産党政治局員兼外相がミャンマーで同国のミンアウ
ンフライン大統領と会談。

27
●中国国家発展改革委員会が米メタによる中国発の人工知能
（AI）企業であるManusの買収を認めないと発表。

28
●中国共産党は中央政治局会議を開き経済情勢について討議
した。

29
●王毅共産党政治局員兼外相が中国を訪れたオーストラリア
のウォン外相と北京で会談。

30

●中国国家金融監督管理総局のトップで閣僚級の李雲沢局長
の顔写真が公式ウェブサイトから削除された。
●中国国家統計局が発表した4月の製造業購買担当者景気指
数（PMI）は50.3だった。
●全国人民代表大会（全人代）常務委員会が災害対応などを
担う応急管理相に張成中氏、農業農村相に張柱氏を充てる人
事を決めた。
●中国共産党で腐敗や汚職の摘発を担う中央規律検査委員会
などは、証券監督管理委員会（証監会）前主席の易会満氏の
党籍剥奪処分を決めたと発表。
●台湾の行政院（内閣）主計総処が発表した2026年1～3月期
の実質域内総生産（GDP、速報値）は前年同期比13.69％増
だった。
●王毅外相兼共産党政治局員が米国のルビオ国務長官と電話
協議、何立峰副首相もベッセント財務長官やグリア通商代表
部（USTR）代表とオンライン協議した。

●中国が甘粛省玉門にある射爆場で米軍の三沢基地や
嘉手納基地にある「バンカー」と呼ばれる戦闘機を守
るための掩体壕に類似した目標物を造り、無人機によ
る攻撃訓練を行った可能性があることがシンクタンク
国家基本問題研究所が衛星写真を分析した結果明らか
になった。
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